
岡山県生涯学習審議会及び岡山県社会教育委員の会議

第３回会議

【資料１】

本日の審議の進め方

１．前回会議を受けて
・テーマについて
・議論の観点について

２．実践発表
井原市教育委員会学校教育課（兼）生涯学習課

参事 藤井 剛 氏

３．審議
子どもの学びを通じた持続可能な地域づくりに
向けた社会教育主事の取組



第２回会議の内容について

持続可能な地域づくりに向けた
社会教育主事・社会教育士の取組

第１回会議提案テーマ

第２回会議提案テーマ

子どもの学びを通じた持続可能な地域づくり
～社会教育主事・社会教育士の取組～

第２回会議の内容について



第２回会議の内容について

第２回会議の内容について

テーマの方向性としてはこの方向で良い

・「子どもの」ではなく、大人も含めて「子どもと
の」学びや交流を通じたといった表現も検討でき
る。

・実践発表を踏まえると、「子どもの多様な学び」
が今後ますます重要になる。

・物理的な「場」だけでなく、人との出会いといっ
た要素も含めた「場」が様々な子どもたちに必要
である。「多様な」という言葉にはそれらが含ま
れている。



テーマについて

子どもの学びを通じた持続可能な地域づくり
～社会教育主事・社会教育士の取組～

・多様な学び（場作り、連携）
・子どもとの学び（大人を巻き込む）

議論のまとめの項目（ポイント）として
取り入れる

第２回会議の内容について



第２回会議の内容について

・重要なポイントが三つあると感じた。一つは「場」が存在
することであり、次に「混ざる」こと、最後に「変容する」
ことである。

・「ふるさと教育」などを通じて取り組むことになるが、その
中に「場」や「変容」が生まれれば望ましい。このような循
環サイクルを増やすためには、コーディネートできる社会教
育士の存在が必要である。

・大人の先入観や価値観を打破し、変化を促す役割は社会教育
主事や社会教育士が担うべきであり、従来の考え方に疑問を
投げかけることが変化のきっかけになると感じている。

第３回会議における議論の観点

①どんな学びを設定すると、
持続可能な地域づくりにつながるのか。
（「場」の設定、大人の巻き込み方、外部人材との関わり等）

②他課や外部と連携するには、
どのようなポイントがあるのか。
（他課（外部）と連携ができた要因は何か）


